
三
日
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
四
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
高
根
町
長
沢
字
笹
久
保
一
〇
一
二
番
地
先

旧

七
・
二
〜

三
四
・
〇

か
ら

一
二
・
六

北
杜
市
高
根
町
長
沢
字
笹
久
保
一
〇
二
六
番
一
地

先
ま
で

新

七
・
七
〜

三
四
・
〇

一
二
・
六

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
十
五
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

戸
沢
谷
村
線

都
留
市
戸
沢
字
西
海
戸
一
七
〇
番
一

三
八
・
八

平
成
二
十
八

地
先
か
ら

年
八
月
二
十

都
留
市
戸
沢
字
西
海
戸
一
七
〇
番
一

五
日

地
先
ま
で

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
完
了
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
四
九

○
道
路
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
四
九

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
四
九

公
　
　
　
告

○
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
〇

○
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
〇

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
〇

そ
　
の
　
他

○
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
申
立
て
の
受
理
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
〇

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
春
日
居
第
一
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
の
工
事
は
、
平
成
二
十
六
年
五

月
九
日
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
窪
平
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）
の
工
事
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
十
二
日

を
も
っ
て
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
一
宮
北
部
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
の
工
事
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
三
十
一
号
　
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
四
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
八
年

八
月
二
十
五
日

第
二
千
六
百
三
十
一
号

木　曜　日



公
　
　
　
告

落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ

た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の

適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
落
札
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

（一）

名
称
　
山
梨
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託

（二）

数
量
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属
の
名
称
及
び
所
在
地

（一）

名
称
　
山
梨
県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課

（二）

所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日
　
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

四
　
落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

（一）
●
名
称
●
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（二）

住
所
　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
十
九
番
二
号

五
　
落
札
金
額
　
三
千
七
百
八
十
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
一
般
競
争
入
札

七

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥

料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
●
　
　
　
　
　
斎

そ
の

登
録
番
号
　
肥
料
の
　
肥
料
の
　
保
証
成
分

他
の
　
生
産
業
者
の
氏
名
又
は
　
更
新
後
の
有
効

種
類
　
　
名
称
　
　
量

規
格
　
名
称
及
び
住
所
　
　
　
　
期
限

山
梨
県
第

副
産
石

う
ず
ら

ア
ル
カ
リ

公
定

株
式
会
社
山
和
食
品

平
成
三
十
四
年

十
三
号

灰
肥
料

石
灰
肥

分
三
十
五

規
格

山
梨
県
甲
府
市
西
下
条

八
月
十
二
日

料

・
〇
％
　

の
と

町
千
百
六
十
七
番
地
三

お
り

十
二

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
●
都
留
市
玉
川
字
穴
口
三
百
二
十
七
の
一
の
一
部

の
区
域

二
●
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
●
都
留
市
玉
川
三
百
三
十
八
番
地
●
株
式
会
社
山
又
富

士
　
代
表
取
締
役
　
遠
藤
広
人

そ
　
の
　
他

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
申
立
て
の
受
理
に
つ
い
て

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
（
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
十
一
号
）
五
の
５
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
苦
情
の
申
立
て
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

山
梨
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会

一
　
受
理
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
八
月
十
八
日

二
　
苦
情
の
受
付
番
号
　
第
三
号

三
　
苦
情
申
立
人
　
三
井
物
産
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
株
式
会
社

四
　
苦
情
に
係
る
調
達
機
関
名
及
び
調
達
物
品
名

１
　
調
達
機
関
名
　
山
梨
県
防
災
局
消
防
保
安
課

２
●
調
達
物
品
名
●
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

五

苦
情
の
概
要
●
一
般
競
争
入
札
に
つ
き
、
入
札
参
加
資
格
の
再
審
査
及
び
調
達
条
件
を
変
え
ず
、

再
度
調
達
を
行
う
こ
と
を
関
係
調
達
機
関
に
提
案
す
る
よ
う
に
求
め
る
。

六

苦
情
処
理
手
続
へ
の
参
加
の
意
思
の
通
知
　
当
該
苦
情
に
係
る
調
達
に
利
害
関
係
を
有
す
る
供
給

者
で
あ
っ
て
当
該
苦
情
処
理
手
続
に
参
加
を
希
望
す
る
も
の
は
、
参
加
の
趣
旨
及
び
理
由
を
明
ら
か

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
三
十
一
号
　
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

七
五
〇



に
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
次
の
期
限
ま
で
に
参
加
の
意
思
を
当
委
員
会
宛
て
通
知
す
る
こ
と
。

１
　
期
限
　
平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
日
（
火
）
ま
で

●
２
●
通
知
先
●
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
政
府
調
達

苦
情
検
討
委
員
会
事
務
局
出
納
局
会
計
課

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
三
十
一
号
　
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

七
五
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
三
十
一
号
　
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日

七
五
二


